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「わぁ～きれい！」
優しい灯りに包まれた子どもたちの笑顔

（相生駅前ロータリー）
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人事行政運営状況
◆市政ニュース
◆まちのできごと
◆安全と安心の窓・西播磨県民局だより
◆20歳の誓い！
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歳
入
の
う
ち
自
主
財
源
は
54
・
６
％
、

依
存
財
源
は
45
・
４
％

市
税
や
使
用
料
な
ど
市
が
自
主
的
に
収

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
主
財
源
の
歳
入

全
体
に
占
め
る
割
合
は
54
・
６
％
、地
方

交
付
税
や
国
県
支
出
金
な
ど
、国
や
県
の

決
定
に
基
づ
く
依
存
財
源
の
歳
入
に
占
め

る
割
合
は
45
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
と
し
て
自
立
し
た
行
政

運
営
を
進
め
る
た
め
に
は
国
や
県
か
ら

の
財
源
に
頼
る
こ
と
な
く
自
主
財
源
の

割
合
を
増
や
す
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

最
も
多
い
歳
出
は
民
生
費

歳
出
に
占
め
る
割
合
が
最
も
多
い
の
は
民

生
費
の
23
・
３
％
で
、市
民
一
人
当
た
り
に

換
算
す
る
と
約
８
万
７
０
０
０
円
で
す
。次

2009.12月

平
成
20
年
度
の
決
算
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
一
般
会
計
で
は
、
歳

入
１
２
２
億
８
５
９
１
万
円
、
歳
出

１
１
９
億
９
３
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。数
字
の
上
で
は
黒
字
で
す
が
、歳
入

の
中
に
は
貯
金
に
あ
た
る
基
金
を
取
り

崩
し
た
繰
入
金
５
億
２
６
８
６
万
円

と
、借
金
に
あ
た
る
市
債
４
億
７
１
６
２

万
円
を
含
ん
で
お
り
、
実
際
は
昨
年
と

同
様
に
苦
し
い
財
政
事
情
に
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
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い
で
多
い
の
は
公
債
費
、土
木
費
の
順
で
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
民
生
費
の
占

め
る
割
合
が
最
も
多
く
、
平
成
20
年
度

は
、
土
木
費
と
公
債
費
の
割
合
に
よ
る

順
番
が
入
れ
替
り
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
事
業
が
加
わ
り
、障
害
者
自
立
支
援
事
業
、介

護
保
険
特
別
会
計
事
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
木
費
は
、
相
生
駅
南
土
地

区
画
整
理
事
業
費
の
減
に
よ
り
大
幅
に

事
業
費
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

会
計
別
決
算
状
況

平
成
20
年
度
の
各
会
計
決
算
額
は
左
表

の
と
お
り
で
、差
引
額
約
６
億
６
５
０
０
万

円
は
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
す
。

2009.12月

▼会計別決算額 （単位：千円）
歳入決算額

12,285,910

9,838,540

3,605,820

307,185

3,014,228

129,451

396,473

2,010,584

374,799

22,124,450

会　計　名 

一 般 会 計  

特 別 会 計  

合　計 

国民健康保険

老人保健医療

公 共 下 水 道

看護専門学校

農業集落排水

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

歳出決算額

11,909,371

9,550,049

3,375,800

308,770

3,006,090

129,451

396,473

1,962,174

371,291

21,459,420

差引額

376,539

288,491

230,020

△1,585

8,138

0

0

48,410

3,508

665,030



相
生
市
の
家
計
簿
分
析

相
生
市
の
一
般
会
計
を
家
庭
に
置
き

か
え
る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
？
こ
こ

で
は
皆
さ
ん
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
歳
入

決
算
額
１
２
２
億
８
５
９
１
万
円
を
厚

生
労
働
省
が
発
表
し
た「
平
成
20
年
国
民

生
活
基
礎
調
査
」に
お
け
る
一
世
帯
あ
た

り
の
所
得
金
額（
全
国
平
均
５
５
６
万

２
０
０
０
円
）に
換
算
し
、
一
年
間
の
家

計
簿
に
置
き
か
え
て
み
ま
し
た（
５
ペ
ー

ジ
参
照
）。

た
だ
し
、
全
て
を
正
確
に
置
き
か
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
実
際
の

決
算
額
と
は
多
少
異
な
り
ま
す
。

自
主
財
源
の
確
保
と
、
さ
ら
な
る

支
出
の
抑
制
が
必
要（
収
入
）

収
入
の
う
ち
、
給
料
や
パ
ー
ト
な
ど

の
自
分
で
稼
い
だ
お
金
は
約
54
％
で
す
。

こ
れ
ら
の
収
入
だ
け
で
毎
月
必
要
な
生

活
費
や
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
、
借
金
の

返
済
を
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

残
り
は
親
か
ら
の
援
助
や
借
金
に
頼
っ

て
い
る
よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、「
親
の
援
助
」に
例
え
た
地
方
交

付
税
や
国
庫
補
助
金
な
ど
は
、
国
の
制

度
改
正
な
ど
の
影
響
に
よ
り
大
き
く
変

動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

4

「
自
分
で
稼
い
だ
お
金
」に
あ
た
る
自
主

財
源
の
確
保
と
さ
ら
な
る
支
出
の
抑
制

に
努
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に

使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

繰
出
金
は
、
歳
出
総
額
割
合

18
・
９
％
と
非
常
に
多
額（
仕
送
り
）

家
計
簿
の「
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
」に

あ
た
る
繰
出
金
の
、
歳
出
総
額
に
占
め

る
割
合
は
18
・
９
％
で
、
前
年
度
に
比

べ
減
少
し
ま
し
た
。

財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
１
億

４
６
６
０
万
円
減
少（
貯
金
）

家
計
簿
の「
貯
金
」に
あ
た
る
各
種
基

金（
積
立
金
）の
う
ち
、財
源
調
整
に
使
わ

れ
る
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
全
体
収

入
の
減
少
を
補
う
た
め
取
り
崩
し
額
が

増
加
し
、約
１
億
４
６
６
０
万
円
減
少
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
一
人
当
た
り

に
換
算
す
る
と
約
４
万
５
０
０
０
円
で

西
播
三
市
で
一
番
高
い
金
額
で
す
。

市
債
残
高
は
、
徐
々
に
減
少（
借
金
の

残
高
）

家
計
簿
の「
借
金
」に
あ
た
る
市
債
の

残
高
は
、新
た
な
借
入
を
抑
制
し
て
き
た

効
果
で
平
成
18
年
度
か
ら
減
少
に
転
じ

て
い
ま
す
。
市
債
発
行
は
将
来
の
返
済

金
と
し
て
次
世
代
の
財
政
運
営
の
負
担

増
と
な
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
新
規
借

入
の
抑
制
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
一
人
当
た
り
残
高
は
、約
48
万

２
０
０
０
円
で
西
播
三
市
で
一
番
低
い

額
で
す
。

財
政
指
標
の
分
析

左
表
に
示
し
た
財
政
指
標
の
う
ち
、経

常
収
支
比
率
に
着
目
し
ま
し
た
。こ
の
指

標
は
市
で
は
75
％
が
妥
当
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、相
生
市
は
96
・
４
％
と
非

常
に
高
く
、昨
年
と
比
べ
て
も
０
・
２
ポ

イ
ン
ト
上
が
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、市

独
自
の
事
業
に
使
え
る
財
源
が
減
っ
て

い
る（
弾
力
性
の
低
下
）と
い
え
ま
す
。

ま
た
、実
質
公
債
費
比
率
は
、既
に
借
入
し

た
市
債
の

償
還
や
、下

水
道
事
業

な
ど
へ
の

多
額
の
繰

出
金
が
数

値
を
引
き

上
げ
る
要

因
で
す
。

2009.12月

▼繰出金一覧表 （単位：千円）
平成19年度
140,670
140,670

2,391,132
201,373
266,402

1,268,233
88,945
319,023
247,156
－

2,531,802

平成20年度
140,710
140,710

2,115,157
167,707
23,492

1,201,110
75,332
319,215
266,061
62,240

2,255,867

区　分 
企 業 会 計  

特 別 会 計  
 

合　計 

 

病 院 事 業
 
国 民 健 康 保 険  
老 人 保 健 医 療
公 共 下 水 道
看 護 専 門 学 校
農 業 集 落 排 水
介 護 保 険
後期高齢者医療保険

0

500

1,000

1,500

2,000

H18

（百万円）

1,455

1,851

1,602

H19 H20

▼財政調整基金残高推移

15,258

H18 H19 H20

▼市債残高推移

0

5,000

10,000

15,000

20,000
17,506

16,663

（百万円）

財政指標の近隣市との比較

相 生 市

赤 穂 市

たつの市

県下平均

経常収支

比 率

96.4

91.4

89.8

94.1

実質公債

費 比 率

16.7

14.2

14.7

15.7

財 政 力

指 数

0.596

0.752

0.625

0.693



相生市の家計簿相生市の家計簿相生市の家計簿相生市の家計簿

支出の部

204万4千円

65万7千円

①生活費
（人件費や物件費など、通
常必要とされる諸経費）

②医療費
（生活保護費や医療給付
などの扶助費）

104万5千円
③子どもへの仕送り
（公共下水道や国民健康
保険などの特別会計に対
して支払う繰出金）

5万1千円
④電化製品の修理
（施設や設備の修理にか
かる維持補修費）

43万4千円
⑤家の改築
（道路や施設などの整備
にかかる経費）

94万7千円
⑥借金の返済
（過去に借り入れた市債
の償還金）

15万6千円

539万2千円

⑧貯金
（市の預金である各種基
金への積み立て）

合計

5万8千円
⑦株の購入
（商工業者への貸付のた
めに金融機関へ預けた資
金や他団体への出資など）

収入の部

224万2千円

36万5千円

　給料
（市民税や固定資産税な
どの市税）

　パート収入
（各種使用料や手数料、負
担金などの収入）

24万6千円
　貯金の取り崩し
（基金の取り崩しによる
収入）

18万3千円　繰越金
（前年度からの繰越金）

231万2千円

　親の援助
（地方交付税、譲与税、国
県補助金など国や県から
の収入）

21万4千円
　借金
（建設事業や消防車両の
購入などに伴う借金（市
債））

●家の改築費の支払残高　　2万7千円
（年度内に終了しなかった事業を翌年度に
行うための事業費として繰り越す財源）
●翌年度へ繰り越すお金　 14万3千円
（黒字額として翌年度に繰り越す財源（実質
収支））

556万2千円

収入と支出の差引　　　　17万円

合計

預金の残高
（財政調整基金や減債基
金などの基金残高）

139万1千円

平成20年度の収支比率

借金の残高
（過去に借り入れた市債
の残高）

695万1千円

0

100

200

300

400

500

600

支出収入

（万円）
556万2千円

自分で稼
　いだお金

経常的に必
　　要なお金

539万2千円

1

2

3

4

5

6

6 3.8% ⑧2.9%

⑦1.1%

⑥17.6%

⑤8.1%

③19.4%

②12.2%

①37.9%

④0.9%

5 41.6%

4 3.3%

3 4.4%

2 6.6%

1 40.3%

収支差引残高

用語解説
●繰入金…基金（預金）
から取り崩し収入され
るお金など
●繰出金…地方公営企
業法の規定に基づき、
一般会計から公共下水
道事業などの特別会計
へ支出される経費
●経常収支比率…税収
入や地方交付税などの
経常的に収入される一
般財源（どのような経
費にも使用できる財源）
が、人件費、扶助費、公
債費のような義務的な
経費にどの程度消費さ
れているかによって、
財政構造の弾力性を判
断する指数
●減債基金…市債の償
還を計画的に行うこと
ができるよう、その資
金を積み立てるために
設けられる基金
●財政調整基金…予測
できない収入の減や支
出の増加に備えて設け
られる基金
●財政力指数…地方交
付税法の規定により算
出した指数。「１」に近い、
あるいは超えるほど財
源に余裕があるとされ
ています
●実質公債費比率…一
般会計だけでなく、公
営企業会計などに対す
る繰出金など、実質的
な借金の返済額が財政
規模に占める割合を示
す指数。18％以上は、市
債発行に許可を必要と
する
●地方譲与税…国税と
して徴収し、そのまま
市に対して譲与する自
動車重量譲与税など

　厚生労働省『平成20年国民生活基礎調査』における一世帯あたりの所得金額に換算

5 2009.12月
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４　職員の分限及び懲戒処分の状況▼ ▼

（1）分限処分者数（平成20年度）

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況▼ ▼

分  限  の  種  類
人　　　　　数
処　分　事　由

休職
０人
－

降任・免職
０人
－

（6）職員手当の状況
①期末手当・勤勉手当の状況

（20年度支給割合）

６月期
12月期
計　

職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

1.40月分
1.60月分
3.00月分

期末手当

勤務成績が特に優秀な職員
勤務成績が優秀な職員
勤務成績が良好な職員
勤務成績が良好でない職員

100分の93以上100分の150以下
100分の82.5以上100分の93未満
100分の72
100分の72未満

勤勉手当
0.75月分
0.75月分
1.50月分

相　生　市 国

同じ

【注】支給実績及び職員１人当たり平均支給年額は、平成20年度普通会計
決算より算出しています。

【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況     
　期末手当及び勤勉手当は、民間企業のボーナスにあたるものです。
期末手当は６月１日及び12月１日（これらの日を基準日といいま
す。）にぞれぞれ在職する職員の在職期間に応じて支給され、勤勉
手当は基準日にそれぞれ在職する職員に対し、基準日以前６ヵ月
以内の期間におけるその者の勤務成績に応じて、以下のとおり支
給されます。また、平成20年度における支給割合等は過去１年間
の民間企業のボーナス支給実績を反映した結果となっています。

※分限とは、公務員は公共の利益のために誠実に職務が遂行することがで
きるよう、身分は法律で保障されています。しかし、本来その職に適さない者、
病気のため長期の療養が必要な者などまで身分を保障することは、公務能
率を阻害することになります。そこで、特定の事由に該当する場合は、身分
保障を行わないものとし、その身分保障の限度を定めたものが「分限」です。   

（2）懲戒処分者数（平成20年度）
懲  戒  の  種  類
人　　　　　　数
処　分　事　由

戒告・減給・停職・免職
０人
－

※懲戒とは、職員の服務義務違反に対して、公務秩序維持のために、職員
の道義的責任を追求し、科する処分です。

共済会予算額
公費補助額
会　費　額
その他収入額
会　員　数

18,200千円
4,000千円
10,400千円
3,800千円
294人

（平成20年度比　△3,200千円　△15.0％）
（平成20年度比　△1,000千円）　
給料の0.9％
手数料、行事参加負担金等
平成２１年４月１日現在

勤務条件に関する措置の要求件数
不利益処分に関する不服申立て件数

平成20年度における業務の状況 
０件
０件

５　職員の研修及び勤務成績の評定の状況▼ ▼

（1）平成20年度職員研修の状況

区　分
市単独研修
派 遣 研 修

研修名・派遣研修期間 受講人数
218人
79人

（1）一般職員の勤務時間の状況（一般的な市役所勤務の場合）
（平成21年４月１日現在）

平成20年度

平成19年度

支給総額（普通会計決算） 
40,976千円 

支給総額（普通会計決算） 
57,322千円 

職員１人当たり平均支給年額 
151千円 

職員１人当たり平均支給年額 
200千円 

一週間の勤務時間 38時間45分

7時45分
1時間

時間 開始時間 終了時間
勤 務 時 間
休   　　憩

8時30分
12時00分

17時15分
13時00分

（2）一般職の年次休暇の状況（平成20年分）
年 次 休 暇 
平均取得日数 

１年を通じ20日以内 
9.4日 

（3）育児休業の取得状況（平成20年度）
男　　性
－

女　　性
５人

計
５人

　職員一人ひとりが、全体の奉仕者であることを改めて自覚し、
意欲をもって職務に取り組み、住民に身近な行政サ－ビスの担い
手としての心構えや効率的な行政運営を行うための経営感覚を
身につけるため、様々な研修を行っています。

６　職員の福祉及び利益の保護の状況▼ ▼

７　公平委員会の状況▼ ▼

（1）職員の福利厚生の状況

【予算額、補助金、会費等について】

　職員の福利厚生制度として、地方公務員法第42条の規定に基
づき、相生市職員共済会を設置し、会員の会費及び市からの補助
金等により事業を行っています。主な事業は下記のとおりです。  

（2）勤務成績の評定の状況   
　相生市では、職員の能力開発及び人材育成に資することを目的
とし、他都市に先駆け従来から全職員（一部教育職を除く。）を対
象に勤務成績の評定を行っています。その結果は、人事異動、昇任、
給料（昇格・昇給）、勤勉手当（ボ－ナス）に的確に反映しています。  

階層別研修、国内派遣研修など
県自治研修所、県自治協会など

②退職手当の状況（平成21年４月１日現在）
相　生　市

その他の加算措置  
　定年前早期退職特例措置
　（2%～20%加算）  
１人当たり平均支給額  
　（20年度退職者 普通会計平均額）
　23,298千円

その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置
　（2%～20%加算）

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

（自己都合）（支給率） （勧奨・定年）
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

国

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

（自己都合）（支給率） （勧奨・定年）
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

⑥その他の手当の状況（平成21年４月１日現在）
相生市

配偶者　13，000円/月 
扶養親族　一人につき6，500円/月
ただし16歳～22歳まで5，000円加算 

扶養手当 同じ

国

34,439千円

支給実績

253千円

交通機関利用者　55，000円/月を限度 
自動車等利用者（2km以上）
　2，000円～24，500円/月

通勤手当 同じ 10,761千円 57千円

借家　27，000円/月を限度
持家　取得後5年間2,500円/月住居手当 同じ 7,332千円 179千円

職員１人当たり平均支給年額

③特殊勤務手当の状況（平成21年４月１日現在）
職員全体に占める手当支給職員の割合  
支給職員１人当たり平均支給年額（20年度普通会計決算）
手当の種類（手当数）  

27.3%
75千円
12

代表的な手当
の名称

支給額の多い手当 
多くの職員に支給されている手当

清掃作業従事手当
清掃作業従事手当

④時間外勤務手当の状況

平成20年度

平成19年度

支給総額（普通会計決算） 
40,091千円 

支給総額（普通会計決算） 
44,642千円 

職員１人当たり平均支給年額 
521千円 

職員１人当たり平均支給年額 
502千円 

⑤管理職手当の状況
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人事行政運営状況人事行政運営状況
　これは、「相生市人事行政の運営等の状況の公表

に関する条例」に基づくもので、人事行政の運営状

況を市民の皆さんにお知らせし、その公平性と透明

性を高めることを目的としています。※詳しい内容

については、市ホームページをご覧ください。お問

い合わせは、総務課職員係へ（　　  7126　　　6439）23 22

１　職員の任免及び職員数に関する状況▼ ▼

（1）職員の採用・退職の状況

２　職員の給与の状況▼ ▼

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（５）職員数の推移

職員数 321 15

Ｈ20．4．1現在

315

Ｈ21．4．1現在
Ｈ20．4．2～Ｈ21．4．1
採用者

21
退職者

区分

20年度

住民基本台帳人口
（21.3.31現在）

人

31,851

歳出額
Ａ

千円

315,761

人件費
Ｂ

千円

2,674,075

人件費率
（Ｂ／Ａ）

% %

22.4

【参考】
19年度の人件費率

21.9

実質収支

千円

11,953,223

職員数

区分

１人

20歳
　未満

６人

20～
  23歳

20人

24～
  27歳

34人

28～
  31歳

27人

32～
  35歳

30人

36～
  39歳

19人

40～
  43歳

職員数

区分

31人

44～
  47歳

37人

48～
  51歳

58人

52～
  55歳

52人

56～
  59歳

０人

60歳
　以上

315人

合　計

(2）部門別職員数の状況と主な増減理由

【注】上記の職員数は、一般職に属する職員数（教育長除く。）で、臨時職員等
は除いています。

【注】人件費には、市長、議員等特別職に支給される給料、報酬等を含みます。
（各年４月１日現在） 

特別行
政部門

一般行
政部門

公営企
業等会
計部門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
教　　育
消　　防
小　　計
病　　院
下 水 道
そ の 他
小　　計

4
50
20
24
51
11
3
26
189
47
39
86
31
7
8
46
321

区分 増減数

合計

職員数
平成20年

3
52
19
21
55
10
3
21
184
48
39
87
30
6
8
44
315

△ 1
2

△ 1
△ 3
4

△ 1
0

△ 5
△ 5
1
0
1

△ 1
△ 1
0

△ 2
△ 6

主な増減理由

事務の統廃合縮小による
業務増による
事務の統廃合縮小による
事務の統廃合縮小による
事務の統廃合縮小、欠員補充及び業務増による
事務の統廃合縮小による
  
事務の統廃合縮小による

業務増による

欠員不補充による
事務の統廃合縮小による

平成21年

（3）年齢別職員構成の状況　　　  （平成21年４月１日現在）

ア　基本方針       
　地方分権の推進に伴う事務事業の増大や少子高齢化社会の進
展など、今後、ますます複雑化・多様化する行政需要に的確に対応
していくため、更なる事務事業の見直しをはじめ、民間委託の推
進や組織機構の見直しを行い、簡素で効率的な行政体制の確立を
図っていきます。
イ　第３次定員適正化計画
　平成17年４月１日現在の職員数354人を基準として、平成18
年度から平成22年度の５年間を計画期間とするもので、平成22
年４月１日の目標数値を313人（41人、11.6％削減）とし、計画的
に職員数の削減を図ることとしています。

　職員の昇給は、毎年４月１日を基準日として、同日前１年間にお
けるその者の勤務成績に応じて行うこととしています。そして、職
員を昇給させるか否か及び昇給させる場合の昇給の号給数は、同日
前１年間の全部を良好な成績で勤務した職員の号給数を４号給と
することを標準として以下に定める基準に基づき決定しています。  

【注】第２次定員適正化計画では、職員数を平成11年度の417人に対して、
平成17年度までに16人の実員の削減を図ることを目標としていましたが、
結果47人（11.7％）の削減となっています。      

【参考】平成20年４月１日現在、相生市のラスパイレス指数は97.5で、県
下28市中15位（神戸市除く。）となっています。なお、ラスパイレス指数と
は、国の給与水準を100として、地方公務員の給与水準と比較するものです。 
【注】平均給与月額とは、給料と各種手当（職員手当）の合計額を平均したも
のです。

【注】
１　相生市の給与条例に基づく給料
　表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれ
　の級に該当する代表的な職名です。
３　給与構造改革により、８級制から
　７級制へ給料表の級区分が変更さ
　れています。     
４　給与区分に対する標準的な職務
　の内容を明確なものとするため、平
　成20年度から係長の区分を３級か
　ら４級へ、課長補佐の区分を４級か
　ら５級に改正されています。

354人
H17.4.1職員数

313人
H22.4.1職員数

41人
純減数

11.6%
純減率

（4）定員適正化計画の数値目標および進捗状況

470
（人数）

450

430

410

390

370

350

330

310

H５

449
441

432 431
423 424

417
405 405 400

389
374

354
347

331
321

315

H６ H７ H８ H９ H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
（年度）
H21

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
Ａ

人

271

区分

21年度

給　　与　　費

1,061,730
千円

期末手当
勤勉手当

千円

434,155

合　計
Ｂ

給　料 職員手当

千円

1,648,300

一人当た
り給与費
（Ｂ／Ａ）

千円

6,082152,415
千円

【注】１　特別職は除きます。
　　２　給与費は予算に計上された額です。（退職手当は除く）

（3）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成21年４月１日現在）

平均年齢
44.7歳

職員数
152人

平均給料月額
346,400円

平均給与月額
397,044円

一 般 行 政 職

（4）一般行政職の級別職員数の状況（平成21年４月１日現在）

区分

７級
６級
５級
４級
３級
２級
１級
計

職員数

14人
20人
31人
31人
33人
19人
4人

152人

構成比 参考

9.2%
13.2%
20.4%
20.4%
21.7%
12.5%
2.6%

100.0%

１年前の構成比
7.4%
14.2%
22.8%
18.5%
21.6%
13.0%
2.5%

100.0%

５年前の構成比
3.1%
14.6%
25.5%
17.2%
12.5%
22.4%
4.7%

100.0%

標準的な
職務内容
部　長
課　長
主幹・課長補佐
係　長
主　任
主事・技師
主事・技師

※（　　）は、上記（4）一般行
政職の級別職員数の状況の
表中５級であり、かつ、主幹
の職にある職員又は６級以
上の職にある職員のほか、規
則で定められた管理職以上
の職員に適用されます。 

（5）昇給への勤務成績の反映状況

勤務成績
右記以外の職員

昇給の号給数昇給
区分

極めて良好
特に良好
良好

やや良好でない
良好でない

８号給以上
６号給
４号給（２号給）
２号給（０号給）
０号給

４号給以上
３号給
２号給（１号給）
１号給（０号給）
０号給

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

55歳超の職員

公
表
し
ま
す

公公
表表
しし
まま
すす

人事行政運営状況人事行政運営状況

平均年齢
50.3歳

職員数
41人

平均給料月額（A）
286,700円

平均給与月額
317,421円

技 能 労 務 職（ 全 体 ）
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付
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時
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月
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日
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時
集
合

▼
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接
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本
市
所
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用
紙
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写
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用
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真
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縦
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3.0
cm
、
申
込
前
６
か
月
以
内
に
撮

影
し
た
無
帽
・
上
半
身
・
正
面
の
も

の
）
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も
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を
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だ
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に
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り
、
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郵
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入
し
、
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出
し
て

く
だ
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い
）

※
受
験
に
際
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提
出
書
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返

却
し
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せ
ん
。
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よ
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く
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受
付
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ん
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▼
第
１
次
試
験
日
時

１
月
25
日

（
月
）15
時
〜

▼
第
１
次
試
験
科
目

個
人
面
接
・

小
論
文

▼
必
要
提
出
書
類

受
験
申
込
書

職
務
経
験
申
告
書

調
理
師
免
許
の
写
し

連
絡
用
封
筒（
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
80
円
切
手
を
貼
付
）

※
受
験
申
込

書
、
職
務
経

験
申
告
書
、

連
絡
用
封
筒

は
、
教
育
委

員
会
管
理
課

に
あ
り
ま

す
。
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公
的
個
人
認
証
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ー
ビ
ス
の
利
用
休
止
の
お
知
ら
せ

市
民
課
市
民
係（

７
１
２
９
　

６
４
３
９
）

22

23

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス

テ
ム
更
新
の
た
め
、
12
月
28
日（
月
）

は
、
電
子
証
明
書
の
発
行
、
失
効
サ

ー
ビ
ス
が
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

個人
認証

aioi city newsaioi city newsaioi city news

職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

　昭和31年４月２日以降に生まれた
方（平成22年４月１日における満年
齢が53歳までの方）で、健康状態が良
好な方。
　ただし、学校教育法による４年制
大学を卒業した方または平成22年３
月末日までに卒業見込みの方を除き
ます。
※地方公務員法第16条（欠格条項）の
いずれかに該当する方は、受験でき
ません。

道路補修員 ２名

職　種 採用予定
人　　員

受　　験　　資　　格

　昭和34年４月２日以
降に生まれた方で、調理
師免許を有し、特定給食
施設の実務経験が３年以
上ある方
※特定給食施設とは、健
康増進法施行規則第５条
に定められた「特定・多
数の人に対し、継続的に
１回100食以上、又は、
１日250食以上の食事を
提供する施設」です。

学　校

給食員

学　歴

問いま

せん
２名
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税
務
課
補
助
職
員（
パ
ー
ト
職
員
）を
募
集
し
ま
す

税
務
課
市
民
税
係（

７
１
２
８
　

６
４
３
９
）

22

23

市
民
病
院
職
員（
臨
時
を
含
む
）を
募
集
し
ま
す

市
民
病
院（

７
１
２
６
　

０
３
５
５
）

22

22

平
成
22
年
度
採
用
市
職
員（
看
護
師
）

を
募
集
し
ま
す

▼
受
付
期
間

12
月
10
日（
木
）〜

24
日（
木
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

▼
職
種

看
護
師

▼
採
用
予
定
人
員

２
名

▼
受
験
資
格

昭
和
35
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方（
平
成
22
年
４
月

１
日
に
お
け
る
満
年
齢
が
49
歳
ま
で

の
方
）で
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法

に
定
め
る
看
護
師
・
准
看
護
師
免
許

を
有
す
る
方

▼
採
用
年
月
日

４
月
１
日（
木
）

▼
試
験
日
時

１
月
19
日（
火
）14
時

〜▼
試
験
内
容

小
論
文（
８
０
０
字
程

度
）、
面
接

▼
提
出
物

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
に

自
筆
で
記
入
し
、
写
真
貼
付
）、
看
護

師
免
許
の
写
し

※
郵
送
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

看
護
師
の
臨
時
職
員（
パ
ー
ト
含
む
）

を
募
集
中

▼
職
種

看
護
師
・
准
看
護
師

▼
業
務
内
容

看
護
業
務

▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
応
募
資
格

看
護
師
・
准
看
護
師

免
許
を
有
す
る
方

▼
勤
務
時
間

38
時
間
45
分
／
週

▼
賃
金
（
日
給
）
８
１
７
０
円
〜

１
万
２
０
０
０
円

▼
手
当

通
勤
、
期
末
、
時
間
外
、

特
殊
勤
務
手
当
な
ど

※
パ
ー
ト
職
員（
時
間
給
・
１
０
２
０

円
〜
１
５
０
０
円
）の
勤
務
時
間
及
び

勤
務
形
態
に
つ
い
て
は
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
加
入
保
険

雇
用
、
社
会

▼
試
験
内
容

面
接（
日
程
な
ど
は
、

希
望
に
よ
り
調
整
）

▼
提
出
物

履
歴
書

▼
受
付
期
間

12
月
14
日（
月
）〜

25
日（
金
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

▼
業
務
内
容

課
税
資
料
整
理
な
ど

▼
募
集
人
員

１
名

▼
任
用
予
定
日

２
月
１
日（
月
）〜

３
月
31
日（
水
）

▼
勤
務
時
間

月
〜
木
曜
日
９
時
〜

16
時
、
金
曜
日
９
時
〜
15
時

▼
賃
金
（
時
給
）
８
０
０
円

▼
手
当

な
し

▼
加
入
保
険

な
し

▼
試
験
内
容

面
接（
日
程
な
ど
は
後

日
連
絡
）

▼
提
出
物

履
歴
書（
写
真
貼
付
）

※
郵
送
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

採用

採用

平
成
22
年
度
及
び
平
成
23
年
度
一
般
競
争
入
札
及
び

指
名
競
争
入
札
参
加
登
録
申
請
受
付
を
始
め
ま
す

財
政
課
管
財
係（

７
１
１
６
　

６
４
３
９
）

22

23

▼
受
付
期
間

１
月
18
日（
月
）〜

29
日（
金
）９
時
〜
16
時（
12
時
〜
13
時

を
除
く
）

※
土
・
日
曜
日
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

▼
提
出
場
所

総
合
福
祉
会
館
４
階

４
０
１
研
修
室

※
郵
送
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

▼
提
出
書
類

国
土
交
通
省（
地
方
整

備
局
等
）様
式
及
び
本
市
指
定
様
式

※
市
内
に
本
店
、
支
店
、
営
業
所
を

有
す
る
業
者
は
、
付
属
書
類
を
添
付

（
本
市
指
定
様
式
）。

※
申
請
書
類
の
内
容
に
つ
い
て
説
明

の
で
き
る
方
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
の
有
効
期
限

平
成
22
年
度

及
び
平
成
23
年
度
（
平
成
22
年
４
月

１
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
）の
２

年
間

▼
そ
の
他

お
問
い
合
わ
せ
は
、
財

政
課
管
財
係
ま
た
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
入
札
情
報（http://w

w
w
.city.

aioi.hyogo.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い

入札

相生市民病院
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市
税
な
ど
の
徴
収
対
策
に
つ
い
て

徴
収
対
策
室（

７
１
５
２
　

６
４
３
９
）

22

23

徴収

aioi city newsaioi city newsaioi city news

市
税
収
入
は
、
市
の
歳
入
総
額
の

約
40
％
を
占
め
、
健
全
な
財
政
運
営

の
重
要
な
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
種
保
険
税（
料
）会
計
に
つ

い
て
も
そ
の
収
入
は
、
事
業
運
営
の

重
要
な
収
入
で
す
。

な
お
、
納
税
者
間
の
公
平
の
観
点

か
ら
訴
訟
も
含
め
た
強
化
対
策
と
と

も
に
、
休
日
、
窓
口
延
長
な
ど
の
納

付
の
利
便
性
対
策
も
行
っ
て
い
ま
す
。

市
税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
納
付

し
な
い
こ
と
を「
滞
納
」と
言
い
ま
す
。

市
税
を
滞
納
し
た
場
合
、
本
来
の

税
額
の
ほ
か
に
督
促
手
数
料
や
延
滞

金
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
、納
付
さ
れ
な
い
ま
ま
滞
納

状
態
が
続
く
と
、財
産
調
査
を
進
め
、

滞
納
処
分
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、保
険
税（
料
）に
つ
い
て
は
、給
付

の
制
限
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

滞
納
処
分
と
は
？

督
促
…
納
期
限
か
ら
一
定
期
間
過

ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
に
督
促
状

を
送
付
し
ま
す

1

催
告
…
督
促
状
を
送
付
し
て
も
納

付
が
な
い
場
合
に
、
催
告
書
を
送
付

し
、
納
税
の
催
告
を
行
い
ま
す

財
産
調
査
…
催
告
を
し
て
も
納
付

が
な
い
場
合
に
、
金
融
機
関
な
ど
へ

の
預
貯
金
調
査
や
勤
務
先
へ
の
給
与

照
会
な
ど
の
財
産
調
査
を
行
い
ま
す

差
押
…
財
産
調
査
で
判
明
し
た
滞

納
者
の
財
産（
預
貯
金
・
給
料
・
生
命

保
険
・
動
産
・
不
動
産
な
ど
）を
差
押

え
ま
す

換
価
…
差
押
後
も
完
納
と
な
ら
な

い
場
合
は
、差
押
え
た
滞
納
者
の
財
産

を
公
売
、取
立
に
よ
り
換
価
し
、滞
納

し
て
い
る
市
税
な
ど
に
充
当
し
ま
す

差
押
実
績

5 4 3 2

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

企
画
広
報
課
情
報
化
推
進
係（

７
１
５
０
　

６
４
３
９
）

22

23

統計経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計

調
査
を
平
成
21
年
12
月
31
日
現
在

で
実
施
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

納
税
に
お
困
り
の
方
へ

病
気
や
事
業
の
廃
止
・
失
業
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
市
税
な

ど
の
納
期
ご
と
の
納
付
が
ど
う
し
て

も
困
難
な
方
は
、
徴
収
対
策
室
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
事
情
を
お

聞
き
し
、
納
付
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、納
税
が
困
難
な
事
情
が「
多
重

債
務
問
題
」の
場
合
も
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
金
融
な
ど
へ
の
返
済
を
長

期
間
続
け
て
き
て
い
る
場
合
、「
過
払

い
」に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

窓
口
開
設
時
間
を
延
長
し
ま
す

12
月
は
、徴
収
対
策
室
の
窓
口
開
設

時
間
を
18
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

市
税
な
ど
の
休
日
納
付
相
談
会
場
を

開
設
し
ま
す

▼
日
時

12
月
20
日（
日
）９
時
30
分

〜
16
時

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
１
階

１
０
１
研
修
室

▼
市
税
な
ど

市
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
市
営
住
宅
等
使
用
料

滞納処分実績

136

6

9

5

156

83

2

6

2

93

預　　金

国税還付金

動　　産

そ の 他

計

平成20年度
平成21年度
（10月末現在）
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住
民
税
の
し
く
み
が
変
わ
り
ま
す

税
務
課
市
民
税
係（

７
１
２
８
　

６
４
３
９
）

22

23

２
項
目
の
情
報
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
ま
た

は
確
定
申
告
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
十
分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
記
入
が
漏
れ
て
い
る
と
、

市
県
民
税
の
計
算
に
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
が
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
。

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
可
能
）

額・
居
住
開
始
年
月
日

※
市
県
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
額
は
、
平
成
22
年
６
月
か

ら
納
付
し
て
い
た
だ
く
税
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
の
申
告
方

法
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
支
払

を
受
け
る
べ
き
上
場
株
式
等
に
係
る

配
当
所
得
に
つ
い
て
申
告
す
る
場
合
、

総
合
課
税
と
申
告
分
離
課
税
の
い
ず

れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。

税務

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
よ
る

地
方
税
電
子
申
告
の
受
付
を
始
め
ま
す

税
務
課
市
民
税
係（

７
１
２
８
　

６
４
３
９
）

22

23

こ
れ
ま
で
は
紙
で
行
っ
て
い
た
地

方
税
の
申
告
が
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス

な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
税
目

○
個
人
市
県
民
税（
給
与
支
払
報
告
書

等
）

○
法
人
市
民
税（
申
告
、
法
人
設
立
・

設
置
届
、
異
動
届
等
）

○
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
の
申
告
）

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
設
定
や
電
子
証

明
書
の
取
得
、（
社
）地
方
税
電
子
化

協
議
会
へ
の
利
用
の
届
出
な
ど
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
内
容
や
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w
.

eltax.jp/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

税務

市
県
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）が
創
設

さ
れ
ま
し
た

平
成
21
年
〜
25
年
の
間
に
住
宅
を

取
得
し
、
入
居
し
た
方
で
、
所
得
税

に
お
け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度
の

適
用
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
、

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
一
定
の
金
額

を
上
限
と
し
て
、
市
県
民
税
か
ら
控

除
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
11
年
〜
平
成
18
年
に
入
居
し

た
方
に
対
す
る
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
も
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま

す
。な

お
、
昨
年
度
ま
で
は
、
制
度
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
税
務
課

へ
の
申
告
が
必
要
で
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
、
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調

整
が
済
ん
で
い
る
方
の
場
合
、
勤
務

先
か
ら
相
生
市
役
所
へ
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
れ
ば
、
手
続

や
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象

平
成
11
年
１
月
１
日
〜
平
成
18
年

12
月
31
日
に
新
築
ま
た
は
増
改
築
し

1

て
入
居
し
た
方

平
成
21
年
１
月
１
日
〜
平
成
25
年

12
月
31
日
に
新
築
ま
た
は
増
改
築
し

て
入
居
し
た
方

▼
控
除
額

次
の
い
ず
れ
か
小
さ
い

額（
最
高
９
万
７
５
０
０
円
）

・
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除

可
能
額
の
う
ち
、
所
得
税
か
ら
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
額

・
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等
の

額
に
、
５
％
を
乗
じ
て
得
た
額

▼
控
除
適
用
期
間

所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
て

い
る
期
間

▼
手
続
の
方
法

対
象
と
な
る
方
で

に
該
当
す
る

方
は
、
１
年
目
は
、
税
務
署
で
所
得

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
の
確
定

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
年
目
以
降
は
、
給
与
所
得
の
み

で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方
の
場

合
、
勤
務
先
か
ら
相
生
市
役
所
へ
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
れ

ば
、
手
続
や
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

た
だ
し
、
控
除
額
の
計
算
に
次
の

2

2



11月５日（木）相生市林業研究グループが「農山漁村いき
いきシニア活動表彰」の優良賞である全国森林組合連合会会
長賞を受賞しました。相生市林業研究グループは、陶芸、炭焼、
竹工芸、木工の４つの部会で構成され、羅漢の里の創造セン
ターを拠点に活動しています。小学生を対象に、夏休み子ど
もふれあい教室や、木工部会ではもみじまつりに糸のこを使
った親子で壁掛け制作などを行っています。兵庫県の森のまつ
りにも参加し市内に留まらず全県的な活動をしています。

P
H O T O

N E W S

まちの
できごと

秋の褒章受章者
藍綬褒章（交通安全功績）

黒田　信次さん（那波西本町）
長年、相生交通安全協会会長、兵庫県
交通安全協会理事として、地域の交通
安全に貢献されています。おめでとう
ございます。

くろ  だ のぶつぐ

椿賞

太田　正朗さん（旭４丁目）
相生吟詩舞道連盟役員として、昭和45
年から多年にわたり伝統文化の発展に
寄与され、市の文化の向上に貢献され
ています。おめでとうございます。

おお  た まさろう

10月29日（木）あおば幼稚園がイモ掘り体験をしました。
顔ほどの大きなさつまいもを持ち上げ、「わぁ～！大きい!!」と
声をあげていました。毎年続いているこの行事は、ボランティ
アの室井さん、江村さんに支えられ、今年で８年目になりま
した。

10月27日（火）相生交通安全協会が相生市教育委員会に
登校時誘導旗を200本寄贈しました。これは、児童がより
安全に通学できるように使用している旗で、市内７小学校に
配布し、傷んでいるものと交換していきます。全校を代表し
て、中央小学校で贈呈式が行われました。

むろ  い え   むら

122009.12月

楽しい行事や新しい活動など、地域の情報をお寄せください。広報係がうかがいます　 23○7123



11月９日（月）市民病院駐車場で、集団災害トリ
アージ訓練が行われました。災害など多数の傷病者
が発生した際に、救急機関などの役割を認識・確認し、
相互の連携体制を図ることを目的に、症状によって治
療や搬送の優先順位を決める（トリアージ）訓練を行い
ました。クレーン車が横転し、倒壊家屋の下敷きとな
った住民の救助や、衝突した車両の救助など、消防職員、
市民病院職員、兵庫県自動車整備振興会西播西支部相
生ブロックのほか、相生市看護専門学校１年生44名が
参加し、安全に備えました。

10月23日（金）看護専門学校の戴帽
式が、総合福祉会館で行われました。
今年入学した１年生56名が出席し、看護
第１学科の41名が初めてナースキャップ
を授かり、看護師としての自覚と職務の
重みを確認し合いました。

10月24日（土）中央小学校で大規模地震
の発生を想定した相生市防災訓練が行われ
ました。当日は、地域の自主防災会のほか、
小・中学生、関係団体など、約520名が参加
しました。炊き出し訓練や給水訓練、起震
車による体験や緊急脱出訓練など総合的な
防災訓練を実施することができました。中学
生と自主防災会が行ったバケツリレーでは、
火元に見立てた的に水を溜めるため、全員
で協力して競い合いました。

11月３日（祝）市民会館大ホールで、相生吟剣
詩舞道大会が行われました。吟は吟詠または詩吟
の略で、剣詩舞は剣舞と詩舞の総称です。吟詠は、
漢詩や和歌などに節をつけて歌い、剣詩舞は、吟詠
に合わせて、詩の内容を剣や扇を使って、舞で表現
します。３名以上のグループで舞うものを「群舞」と
呼んでいます。

し　 ぶ    どう

ぎんけん

ぎん えい し　ぎん

けん  ぶ し　 ぶ

ぐん   ぶ

13 2009.12月
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相
生
市
文
化
祭
表
彰
者（
※
敬
称
略
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（

７
１
４
４
　

７
１
４
８
）

23

23

相
生
市
美
術
展
表
彰
者
に
訂
正
が
あ
り
ま
す

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（

７
１
４
４
　

７
１
４
８
）

23

23

142009.12月

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
相
生
市

美
術
展
表
彰
者
の
日
本
画
の
部
に
お

い
て
、
表
彰
者
の
読
み
仮
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

相
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞

誤
　
白
井
し
ら
い
し

君
代
き
み
よ→

正
　
白
井
し
ら
い

君
代
き
み
よ

□知
…
知
事
賞
　
□市
…
市
長
賞
　
□議
…

議
長
賞
　
□教
…
教
育
委
員
会
賞
　
□文

…
相
生
市
文
化
協
会
賞
　
□ロ
…
相
生

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
　
□ラ
…
相
生

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
　
□努
…
努
力

賞
　
□園
…
兵
庫
県
園
芸
・
公
園
協
会

理
事
長
賞
　
□フ
…
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
園
長
賞
　
□菊
…
兵
庫
県
菊
花
連
合

会
会
長
賞

菊
花
の
部

□知
内
田
う
ち
だ

重
吉
し
げ
よ
し

、
□市
久
保
く

ぼ

と
よ
こ
、
□議
久
保
く

ぼ

照
明
て
る
あ
き

、
□教
大
村
お
お
む
ら

宏ひ
ろ
し、

□文
田
中
た
な
か

松
吾
し
ょ
う
ご

、
□ロ
油
田
ゆ

だ

正
博
ま
さ
ひ
ろ

、

□ラ
油
田
ゆ

だ

正
博
ま
さ
ひ
ろ

、
□努
内
田
う
ち
だ

重
吉
し
げ
よ
し

、
□園
矢や

野の

重
信
し
げ
の
ぶ

、
□フ
村
尾
む
ら
お

薫か
お
る、

□菊
大
村
お
お
む
ら

宏
ひ
ろ
し

華
道
の
部

□市
大
崎
お
お
さ
き

翠
苑
す
い
え
ん

、
□議
山
口
や
ま
ぐ
ち

由
圃
ゆ
う
ほ

、
□教
藤
田
ふ
じ
た

豊
節
ほ
う
せ
つ

、
室
井
む
ろ
い

淳
子
じ
ゅ
ん
こ

、

□文
岩
倉
い
わ
く
ら

石
晧
せ
き
こ
う

茶
道
の
部

□市
大
堀
お
お
ほ
り

宗
陽
そ
う
よ
う

、
□議
木
谷
き
た
に

宗
正
そ
う
せ
い

、
□教
桂
田
け
い
だ

恵
実
え

み

、
高
原
た
か
は
ら

明
子
あ
き
こ

、

□文
潮
見
し
お
み

真
智
子

ま

ち

こ

教育

第
22
回
子
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会
入
賞
者（
※
敬
称
略
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（

７
１
４
４
　

７
１
４
８
）

23

23

市
長
賞

元
西
も
と
に
し

聖
莉
せ

り（
山
手
幼
稚
園
）、

出
口
で
ぐ
ち

智
佳
と
も
か（
中
央
小
１
年
）、
柴
田
し
ば
た

桃も
も

華か（
双
葉
小
５
年
）

議
長
賞

柴
田
し
ば
た

彩
華
あ
や
か（
平
芝
幼
稚
園
）、

西に
し

あ
か
り（
那
波
小
３
年
）、
相
本
あ
い
も
と

夏
海（
双
葉
小
６
年)

教
育
委
員
会
賞

安
藤
あ
ん
ど
う

誠
冨
ま
こ
と（
平
芝
幼

稚
園
）、
松
永
ま
つ
な
が

太
陽
ひ
ろ
あ
き（
双
葉
小
３
年
）、

安
藤
あ
ん
ど
う

匠
哉
た
く
や（
双
葉
小
４
年
）

美
術
協
会
賞

江
國
え
く
に

桃
代
も
も
よ（
山
手
幼
稚

園
）、
小
川
お
が
わ

和の
ど
か（
双
葉
小
３
年
）、

西に
し

み
ど
り（
双
葉
小
６
年
）

サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
賞

中
部
な
か
べ

伶
香

れ
い
か（

テ

レ
ジ
ア
幼
稚
園
）、
松
村
ま
つ
む
ら

晃
汰
こ
う
た（
山
手

幼
稚
園
）、松
尾
ま
つ
お

祐ゆ
う

吾ご（
那
波
小
２
年
）、

大
前
お
お
ま
え

和
豊
か
ず
と（
那
波
小
３
年
）、
大
前
お
お
ま
え

友
秀
と
も
ひ
で（
那
波
小
３
年
）、
宮
地
み
や
じ

真
子
ま

こ（
青

葉
台
小
４
年
）、
竹
内
た
け
う
ち

将
太
し
ょ
う
た（
青
葉
台

小
５
年
）、
松
永
ま
つ
な
が

栞
里
し
お
り（
双
葉
小
６
年
）

ぎ
ゃ
ら
り
ー
表
賞

竹
山
た
け
や
ま

美
空
み

く（
矢
野

川
幼
稚
園
）、
木
下
き
の
し
た

壱
生
い
っ
せ
い（
青
葉
台
小

２
年
）、
植
戸
う
え
と

健
太
け
ん
た（
那
波
小
３
年
）、

田
路
た

じ

弘
樹
ひ
ろ
き（
青
葉
台
小
６
年
）

本
町
商
店
街
振
興
組
合
賞

片
上
か
た
か
み

空そ
ら

（
あ
お
ば
幼
稚
園
）、
片
上
か
た
か
み

翼つ
ば
さ（
青
葉

台
小
２
年
）、
木
下
き
の
し
た

菜
月
な
つ
き（
青
葉
台
小

４
年
）

子
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
賞

川
崎
か
わ
さ
き

彰
太
し
ょ
う
た

（
平
芝
幼
稚
園
）、
西に
し

ゆ
う
り（
双
葉

小
１
年
）、
番
匠

ば
ん
し
ょ
う

藍
子
あ
い
こ（
双
葉
小
５
年
）

教育

教育

わ
き

わ
き

わ
き

な
つ
み

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、「
日
本
年

金
機
構
」が
来
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
！

・
現
在
あ
る
社
会
保
険
事
務
所
は
、新

た
に「
年
金
事
務
所
」と
名
称
が
変
わ
り

ま
す
が
、年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し

て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、

皆
さ
ま
に
何
ら
か
の
手
続
を
し
て
も

ら
う
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

６
３
８
５
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う
。

▽
火
の
元
の
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
外
出
時
に
は

▽
人
通
り
の
少
な
い
道
や
街
灯
が
な
い

暗
い
夜
道
な
ど
は
避
け
、
明
る
い
通
り

を
歩
き
ま
し
ょ
う
。
女
性
や
子
ど
も
さ

ん
は
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
金
融
機
関
で
現
金
を
引
き
出
し
た
と

き
は
、
持
ち
物
に
対
す
る
防
犯
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

●
お
酒
を
飲
ん
だ
と
き
に
は

▽
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▽
酔
っ
て
、
電
車
内
や
道
路
な
ど
で
寝

込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
か

ば
ん
や
財
布
な
ど
貴
重
品
に
は
十
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
気
持
ち
が
大

き
く
な
り
が
ち
で
す
。
飲
酒
上
で
の
無

用
な
ト
ラ
ブ
ル
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

西播磨県民局だより西播磨県民局だより西播磨県民局だより西播磨県民局だより

年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪

及
び
事
故
の
防
止

「
師
走
」に
入
り
、
街
の
様
子
も
慌
た

だ
し
く
な
る
こ
の
時
期
は
、
空
き
巣
や

す
り
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
犯
罪
が
多

く
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
お
酒
を
飲
む
機
会
も
増
え
る

こ
と
か
ら
、
お
酒
に
絡
ん
だ
犯
罪
や
事

故
も
多
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
安
全

で
安
心
し
て
年
末
年
始
を
過
ご
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
県
警
察
か
ら
次
の
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
出
か
け
る
前
に
は

▽
短
い
時
間
の
外
出
で
も
、
確
実
に
戸

締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ご
近
所
の
方
に
一
声
か
け
る
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
に
心
が
け
ま
し
ょ

と の安 全 安 心 窓

相生警察署
22 0110

安全で安心な
　　　年末年始を！

悪質商法に気をつけましょう！悪質商法に気をつけましょう！

金融商品にご用心！
★高配当をうたう金融商品の勧誘に注意を！必ず儲かる投資はありえません。
★悪質業者にははっきり断り、近づけないことが大事です。
★取引のしくみや内容が理解できない場合は、契約しないようにしましょう。

悪質商法に気をつけましょう！悪質商法に気をつけましょう！悪質商法に気をつけましょう！
高配当をうたう金融商品の勧誘や悪質な訪問販売による被害が増えています。
ご近所で声をかけ合って注意しましょう。
また、断り切れずに契約してしまったり、あやしいと思ったらすぐに消費生活相談窓口に相談してください。

悪質な訪問販売を見分けるポイント
★家が傾くなどと不安をあおって勧誘（屋根工事・床下関連工事・給排水工事など）
★健康への不安をあおって勧誘（健康食品・布団・浄水器など）
★その他公的機関等をいつわって勧誘（消火器・火災報知器・デジタル放送工事など）

平成21年12月から特定商取引法の改正により、クーリング・オフできる範囲が拡大しました。
あきらめないで、最寄りの消費生活相談窓口へご相談ください。

◎ 訪問販売による契約は、書面を受け取った日を含めて８日以内であれば無条件で契約を
　 解除できます。

●相生市まちづくり推進室　　　23 ７１３０　● 兵庫県西播磨生活科学センター 　　０７９１－７５－０９９９

交番（駐在）別
相 生 駅 前
那 波 野
中 央 通
丘 の 台
若 狭 野
矢 野
合　　　計

死者
0
0
0
0
0
0
0

件数
58
35
47
28
28
9

205

傷者
65
45
52
35
35
10
242

相生市人身交通事故
発生状況（10月末累計）



成
人
式
を
自
ら
企
画
し
、運
営

す
る
成
人
式
実
行
委
員
会
が
10

月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
と
し
て
集
ま
っ
た

11
名
の
新
成
人
た
ち
に
20
歳
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
抱
負
や
、

成
人
式
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
企
画
中
の
内
容
を
少

し
聞
い
て
み
ま
し
た
。

■
実
行
委
員
に
な
ろ
う
と
思
っ

た
理
由
は
何
で
す
か
？

人
生
の
う
ち
で
、一
度
し
か

な
い
成
人
式
と
い
う
晴
れ
の
舞

台
を
、み
ん
な
の
良
い
思
い
出

に
な
る
よ
う
、自
分
た
ち
の
手

で
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
は
、素

晴
ら
し
い
経
験
に
な
る
と
思
っ

た
。そ
の
成
人
式
と
い
う
大
き

な
場
で
自
分
が
実
行
委
員
に
な

る
こ
と
は
、貴
重
な
経
験
に
な

る
し
、ま
た
、成
人
と
し
て
の
記

念
に
も
な
る
と
思
っ
た
か
ら
。

■
皆
さ
ん
に
と
っ
て
二
十
歳
と

は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
？

社
会
の
一
員
と
し
て
の
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
。飲
酒
や
喫
煙
な
ど
、

自
分
の
好
き
な
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
が
、未
成
年
か
ら
成
年

と
な
る
こ
と
で
自
分
の
行
動
に

責
任
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な

い
。立
派
な
大
人
の
イ
メ
ー
ジ
で

あ
る
が
、実
際
は
ま
だ
ま
だ
子
ど

も
で
、自
分
の
考
え
の
甘
さ
や
社

会
の
厳
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

■
他
都
市
で
は
個
性
あ
る
成
人

式
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
は
成
人
式
に
つ
い
て
ど

う
思
い
ま
す
か
？

一
生
に
一
度
の
大
き
な
式
典

で
あ
り
、歴
史
の
重
み
の
あ
る
伝

統
的
な
式
典
。久
し
ぶ
り
に
友
達

と
会
う
こ
と
が
楽
し
み
で
あ
り
、

過
去
を
振
り
返
り
、こ
れ
か
ら
の

目
標
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
場

に
し
て
い
き
た
い
。単
な
る
通
過

点
と
し
て
の
式
典
で
は
な
く
、出

席
し
た
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
よ

う
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

■
二
十
歳
を
迎
え
る
こ
の
１
年

間
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、色
々
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、自
分
の
可
能
性

を
見
つ
け
る
。何
事
に
も
、悔
い
の

残
ら
な
い
よ
う
、一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。行
動
の
１
つ
１

つ
に
責
任
を
持
ち
、日
々
を
有
意
義

に
楽
し
く
過
ご
す
。将
来
を
見
据
え

な
が
ら
、日
々
成
長
し
て
い
き
た
い
。

■
今
年
の
自
分
自
身
の
テ
ー
マ

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

幅
広
く
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会

い
、い
ろ
い
ろ
な
事
を
吸
収
し
、世
界

を
広
げ
た
い
。時
間
を
大
切
に
、ま
た
、

有
効
に
使
っ
て
い
き
た
い
。最
近
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
の
で
、”楽
“し
む

こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。無
理
を
せ

ず
に
、お
酒
に
の
ま
れ
な
い
よ
う
に
、

た
し
な
む
よ
う
に
し
た
い
。
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■
現
在
企
画
中
の
成
人
式
の
内

容
を
少
し
教
え
て
く
だ
さ
い
。

式
典
の
前
に
は
、
同
級
生
に

よ
る
ラ
イ
ブ
が
…

懐
か
し
い
小
学
校
や
中
学
校

時
代
の
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
で
、
思
い
出
を
語
ろ
う
。

そ
し
て
、
お
世
話
に
な
っ
た

恩
師
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
は
、

涙
が
…

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま

す
。
豪
華
景
品
も
調
達
中
で
す
。

■
同
級
生（
新
成
人
）へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
人
式
で
は
、
久
し
ぶ
り
に

会
う
友
達
と
、
さ
ら
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
実
行
委
員
全
員
で
案
を
出

し
合
っ
て
、
企
画
し
て
い
ま
す
。

同
級
生
の
皆
さ
ん
、
成
人
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
参
加
さ

れ
る
皆
さ
ん
全
員
が
一
丸
と
な

っ
て
二
十
歳
を
お
祝
い
し
ま
し

ょ
う
!!

あ
の
頃
と
は
違
う
友
人
に
会

え
ま
す
!!
一
生
に
一
度
の
成
人

式
♪
来
る
し
か
な
い
!!!
会
え
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
成
人
式
の
ご
案
内

◆
日
　
時

平
成
22
年
１
月
11
日（
月
・
祝
）午
前
10
時
〜

（
受
付
９
時
30
分
〜
）

◆
場
　
所

相
生
市
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

◆
対
象
者

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
人

◆
そ
の
他

新
成
人
対
象
者
へ
は
、
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す

が
、
既
に
市
外
へ
転
出
さ
れ
て
い
る
方
へ
は
郵

送
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
直
接
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課（

７
１
４
４
）
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★
か
が
し
大
賞【
団
体
の
部
】

愛
老
園
老
人
会「
秋
の
訪
れ
」

【
個
人
の
部
】丸
山
ま
る
や
ま

末
美
す
え
み「
コ

ッ
ト
ン
機
織
り
」

★
市
長
賞【
団
体
の
部
】双
葉

小
学
校
４
年
生「Y

e
s
w
e

can

エ
コ
ロ
ジ
ー
作
戦
」【
個

人
の
部
】宮
本
み
や
も
と

順
子
じ
ゅ
ん
こ「
オ
バ
マ

大
統
領
を
祝
う
カ
ガ
シ
」

★
県
民
局
長
賞【
団
体
の
部
】

瓜
生
婦
人
会「
懐
か
し
い
子

供
の
頃
の
遊
び
」【
個
人
の
部
】

徳
力
と
く
り
き

義
春
よ
し
は
る「

84
才
今
年
も
出

品
で
き
ま
し
た
。
や
れ
、
や

れ
。」

★
観
光
協
会
長
賞【
団
体
の

部
】新
宮
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
　
あ
す
か
の
園

「
皆
既
日
食
を
観
よ
う
」【
個

人
の
部
】よ
っ
し
ー
フ
ァ
ミ

リ
ー
「
天
地
人
」

★
最
優
秀
賞【
保
育
所
・
幼

稚
園
の
部
】矢
野
川
幼
稚
園

Ｐ
Ｔ
Ａ「
お
か
し
の
矢
野
川

幼
稚
園
」【
小
学
校
・
中
学
校

の
部
】矢
野
小
学
校「
み
ん
な

で
走
ろ
う
ゴ
ー
ル
ま
で
」【
団

体
の
部
】ら
か
ん
里
の
店「
か

あ
ち
ゃ
ん
ず
」【
医
療
・
介
護

の
部
】小
規
模
多
機
能
ホ
ー

ム
　
ゆ
め
さ
き「
イ
モ
ト
」

【
個
人
の
部
】宮
本

み
や
も
と

順
子
じ
ゅ
ん
こ「
祝

両
陛
下
ご
結
婚
50
年
」【
個
人

の
部
】丸
山
ま
る
や
ま

た
か
ゑ「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

定期的に開催される実行委員会において、色々なアイディアを企画検
討する実行委員。一生に一度の素晴らしい成人式を目指して、残り約
１ヵ月間の希望に満ちた日々が続きます。

２
０
０
９
羅
漢
の
里
も
み
じ
ま
つ
り

　
　
「
か
が
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
賞
結
果

２
０
０
９
羅
漢
の
里
も
み
じ
ま
つ
り

　
　
「
か
が
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
賞
結
果

２
０
０
９
羅
漢
の
里
も
み
じ
ま
つ
り

　
　
「
か
が
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
賞
結
果

２
０
０
９
羅
漢
の
里
も
み
じ
ま
つ
り

　
　
「
か
が
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
賞
結
果

団体の部かがし大賞
「秋の訪れ」

個人の部かがし大賞
「コットン機織り」
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お年寄り、障害者に優しい便利屋

愛サポート 0791　 41170791　 4117

愛と感謝が口癖です!
小さな仕事も喜んで、あなたのお手
伝いを致します。丁寧な仕事、価格
に自信あり!
室内外の掃除、整理、修理、軽作業。
換気扇、家屋の洗浄。
草抜き、愛犬散歩。
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広
告

◇
お
は
な
し
会

▼
日
時

12
月
20
日（
日
）

11
時
〜

▼
内
容
・
場
所

え
ほ
ん「
ち

い
さ
な
ろ
ば
」（
え
ほ
ん
の
へ

や
）、
お
は
な
し「
か
さ
じ
ぞ
う
」

（
お
は
な
し
の
へ
や
）

◇
え
い
が
会

▼
日
時

１
月
10
日（
日
）

10
時
30
分
〜

▼
内
容
・
場
所
「
お
じ
い
さ
ん

と
不
思
議
な
お
く
り
も
の
」・

「
森
は
生
き
て
い
る
」（
視
聴
覚

室
）

◇
子
ど
も
劇
場
10
周
年
記
念

い
よ
い
よ
や
っ
て
く
る
よ
！

人
形
劇
団
京
芸

「
う
え
だ
ぼ
た
ん
の
み
ち
草
げ

き
じ
ょ
う
」

▼
日
時

１
月
24
日（
日
）

11
時
〜

▼
内
容
・
場
所
「
た
ま
ご
に
い

ち
ゃ
ん
」、「
こ
ん
た
の
お
つ
か

い
」（
視
聴
覚
室
）

※
入
場
無
料
で
す
が
、
２
歳
以

上
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整

理
券
は
12
月
15
日（
火
）か
ら
図

書
館
で
配
布

し
ま
す（
先
着

１
５
０
名
）。

市
内
の
幼
稚
園
児
が
考
え
た

「
自
分
の
ヒ
ー
ロ
ー
」を
描
い
た

作
品
展
で
す
。

▼
期
間

12
月
19
日（
土
）〜

27
日（
日
）（
児
童
室
）

▼
期
間

12
月
27
日（
日
）ま
で

（
思
索
の
広
場
）

▼
対
象

過
去
に
図
書
館
主
催

の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

を
受
講
さ
れ
た
方

▼
日
時

第
１
回
１
月
20
日

（
水
）・
第
２
回
２
月
17
日（
水
）

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
30
分
〜

12
時

▼
場
所

３
階
視
聴
覚
室

▼
講
師

大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
子
ど

も
図
書
室
元
代
表
・
大
学
教

授
・
翻
訳
家
上
田
う
え
だ

由
美
子

ゆ

み

こ

さ
ん

▼
定
員

20
名

▼
申
込

12
月
15
日（
火
）〜

開
館
時
間
・
休
館
日

▼
開
館
時
間

○
平
日
　
９
時
〜
22
時

○
日
曜
日
　
９
時
〜
17
時

▼
12
・
１
月
の
休
館
日

【
12
月
】15
日（
火
）・
22
日（
火
）

28
日（
月
）〜
１
月
３
日（
日
）

【
１
月
】５
日（
火
）・
12
日（
火
）

子
育
て
講
演
会

▼
対
象

就
学
前
ま
で
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▼
日
時

12
月
22
日（
火
）10
時

〜
11
時
30
分

▼
場
所

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

日
ノ
本
幼
稚
園
　
園

長
福
西
ふ
く
に
し

愛
子
い
と
こ

さ
ん

▼
参
加
費

無
料

▼
定
員

30
組（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

▼
申
込

12
月
15
日（
火
）〜

18
日（
金
）ま
で
に
子
育
て
学
習

セ
ン
タ
ー
へ

※
無
料
の
一
時
保
育
有
。

こ
の
度
の
災
害
で
発
表
の
機

会
が
な
く
な
っ
た
小
中
高
生
な

ど
を
対
象
に
、
芸
能
発
表
会

「
が
ん
ば
ろ
う
佐
用
ｉ
ｎ
お
り

ひ
め
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

12
月
20
日（
日
）13
時

30
分
〜

▼
場
所

さ
よ
う
文
化
情
報
セ

ン
タ
ー

～総合情報案内～

図
書
館
通
信　

５
１
５
１
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図
書
館
と
公
民
館
で
は
、子
ど
も

た
ち
が
読
書
を
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
よ
う
な
楽
し
い
本
を
購

入
し
ま
し
た
の
で
、ど
ん
ど
ん
利

用
し
て
く
だ
さ
い
！

み
ん
な
お
い
で
よ

「
子
ど
も
劇
場
」

ヒ
ー
ロ
ー
画
展

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
・
中
級
講
座

潮
見
し
お
み

満
英
み
ち
ひ
で
ぼ
く
画
展

「
相
生
百
景
　
そ
の

十
五
　
相
生
の
秋
祭
」

温
水
プ
ー
ル「
コ
ス
モ
ス
」

　
７
１
８
０

23

西
播
広
域
情
報

　
　
　
コ
ー
ナ
ー

西
播
広
域
情
報

　
　
　
コ
ー
ナ
ー

か
る
が
も
ス
ク
ー
ル

　
８
３
１
３

22

復
興
イ
ベ
ン
ト

佐
用
町
役
場
生
涯
学
習
課

０
７
９
０
│
８
２
│
３
３
３
６

問
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概
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方
は
、
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す

○
入
会
説
明
会

▼
日
時

１
月
12
日（
火
）13
時

30
分
〜

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
１
階

１
０
１
号
室

▼
日
時

１
月
５
日（
火
）11
時

〜※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
場
所

市
民
会
館
４
階
中
ホ

ー
ル

▼
会
費
（
１
人
）
１
０
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

平
成
22
年
新
年
交
礼
会

企
画
広
報
課
秘
書
係

７
１
２
１

商
工
会
議
所

１
２
３
４

22 23

問 お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー４０

５
０

22

問

広
告

年末年始の休館日一覧年末年始の休館日一覧年末年始の休館日一覧
施設名 休庁・休館日 施設名 休庁・休館日

12月29日（火）～1月3日（日）

12月27日（日）～1月5日（火）
12月29日（火）～1月3日（日）

12月29日（火）～1月4日（月）

12月29日（火）～1月3日（日）

12月29日（火）～1月3日（日）

12月26日（土）～1月4日（月）

市役所 （　　7111）
市民会館 （　　7156）
市民体育館 （　　7129）
総合福祉会館 （　　7125）
生きがい交流センター
 （　　2777）
公民館／相生 （　　7153）
陸 （　　7803）
西部 （　　7388）
東部 （　　7804）
矢野 （　　0002）
若狭野多目的研修センター
 （　　0001）
隣保館 （　　0783）
少年育成センター
 （　　5070）
子育て学習センター
 （　　8313）

12月28日（月）～1月4日（月）

12月29日（火）～1月3日（日）

12月29日（火）～1月3日（日）

1月1日（金）～1月6日（水）
12月28日（月）～1月3日（日）
12月31日（木）～1月3日（日）
12月29日（火）～1月3日（日）
※1月1日（金）休日診療で急患のみ診察。

12月29日（火）～1月3日（日）

12月27日（日）～1月5日（火）

図書館 （　　5151）
歴史民族資料館 （　　2961）
羅漢の里
（研修センター、コテージなど）
 （　　0900）
ふるさと交流館
 （　　1010）
水産物市場 （　　1501）
温水プール （　　7180）
美化センター （　　7160）
市民病院 （　　7126）

西播磨水道企業団
 （　　7123）
相生スポーツセンター
 （　　3901）
中央公園テニスコート
 （　　5302）

23 23

23

23

23

23

22

22

22

22

29

29

22

22

22

22

22

22

22

22

22

29

28

28

23

22 7804
東部

※受付開始日はいずれも12月15日（火）からです。
　詳しくは、各公民館へお問い合わせください。

22 7153
相生

公民館だより公民館だより公民館だより公民館だより ※表中の☆は、子どもチャレンジパスポート事業。

12月19日（土）
9時30分 ～ 16名

（対象
は小
学生）

公民館名 日　時 行　事 定員
子どもクリスマス
お菓子づくり教室☆

１月17日（日）
9時～

１月27日（水）
9時30分～

１月28日（木）
9時30分～

15名

10名

15名

公民館名 日　時 行　事 定員

自然探訪教室

パン作り教室

郷土料理教室



一
斉
放
水
、
野
華
に
よ
る
和

太
鼓
演
奏
、
ま
と
い
会
に
よ
る

ぜ
ん
ざ
い
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
ち

び
っ
こ
消
防
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
は
し
ご
車
体
験
乗
車
な
ど
）、

缶
バ
ッ
チ
作
成
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

１
月
10
日（
日
）９
時

30
分
〜（
雨
天
の
場
合
は
、市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
式
典
の
み
）

▼
場
所

中
央
公
園（
式
典
）・

ポ
ー
ト
公
園

矢
野
川
中
学
校
区
実
践
発
表

会
、子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

元
関
西
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
・
大
阪
芸
術
大
学
教
授
桑
原
く
わ
ば
ら

征
平

し
ょ
う
へ
いさ
ん
に
よ
る
記
念
講
演

「
大
人
た
ち
よ
、子
ど
も
に
今
こ

そ
語
ろ
う
！
」な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

１
月
31
日（
日
）13
時
〜

▼
場
所

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
要
件

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
・
自
治
会
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
ま
た
は
、相
生
市
観
光
協
会
の

加
盟
店
で
、相
生
牡
蠣
を
使
っ
た

品
物
を
販
売
し
て
い
た
だ
け
る
方

▼
申
込

産
業
振
興
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、12
月
17
日

（
木
）17
時
15
分
ま
で
に
提
出

▼
新
規
募
集

10
ブ
ー
ス

※
申
込
多
数
の
場
合
、抽
選
と
な

り
ま
す
。

▼
参
加
資
格

市
内
出
身
で
、大
学

で
音
楽
を
専
攻
し
、卒
業
ま
た
は
本
年

度
卒
業
見
込
み
の
者
、音
楽
高
校
、大
学

へ
入
学
し
て
い
る
者
及
び
音
楽
愛
好
者

▼
必
要
事
項

演
奏
曲
目
、連
絡
先

▼
申
込

12
月
25
日（
金
）ま
で

に
、相
生
市
音
楽
協
会
青
木
あ
お
き

（

０
２
９
７
）へ

23

2009.12月 20

広
告

１
月
24
日（
日
）開
催

相
生
か
き
ま
つ
り
出
店
者

相
生
か
き
ま
つ
り
実
行

委
員
会
　

７
１
３
３

23

問

募
　
集

募
　
集

相
生
市
消
防
出
初
式

消
防
本
部

７
１
１
９

23

問第
29
回
青
少
年
健
全
育

成
市
民
大
会

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

５
０
７
０

23

問

３
月
７
日（
日
）開
催

ス
プ
リ
ン
グ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

※いずれの住宅も敷金は、家賃の３か月分必要。※いずれの住宅も敷金は、家賃の３か月分必要。

①県内に住所または勤務場所の
　ある方
②現に住宅に困っておられる方
③入居しようとする家族全員の
　政令月収が、15万8千円以下
　（裁量階層世帯は、21万4千円
　以下）

２人以上の世帯で、60歳以上の申込
者と次の民法上の親族関係にある
いずれかの方のみで構成される世
帯（配偶者、18歳未満の児童、50歳
以上の方）、または中度以上の障害
者のいる世帯

２人以上の世帯

４人以上の世帯（ただし、合計年齢が
80歳未満の夫婦に子ども１人の世
帯は申し込み可）

基 本 申 込 資 格 戸 別 申 込 資 格家 賃住 宅 名 間取り 戸数

住宅入居者募集住宅入居者募集 問住宅入居者募集住宅入居者募集

▲
▲ 受付期間　12月17日（木）～24日（木）17時15分まで※土・日曜日、祝日を除く。

申　　込　窓口備え付けの申込用紙に記入し、必要書類を添えて建設管理課に提出（応募多数の場合抽選）

建設管理課建設総務係（　 　  ７１３４）23

２DK １戸 2万500円～
4万400円

３LDK １戸 2万6900円～
5万2800円

２DK
（高齢者
世帯向
特定目
  的住宅）

２戸 2万800円～
4万800円

県営相生若狭野
高層住宅
（八洞）
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広
告

2009.12月21

▼
対
象

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
女
性

の
部（
フ
リ
ー
・
40
歳
以
上
）市
内
在

住
在
勤
の
女
性
で
構
成
、

ソ
フ
ト

バ
レ
ー
男
性
の
部（
フ
リ
ー
・
40
歳
以

上
）市
内
在
住
在
勤
の
男
性
で
構

成
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
部
市
内
在
住
の
家
族
で
構
成（
試
合

は
大
人
男
女
各
１
名
と
小
学
生
２
名
）

▼
日
時

１
月
10
日（
日
）９
時
〜

▼
場
所

市
民
体
育
館

▼
参
加
費

１
チ
ー
ム
３
０
０
０

円（
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム
及
び
相
生

市
あ
そ
ぼ
う
る
委
員
会
登
録
チ
ー
ム

は
１
０
０
０
円
）

▼
締
切

12
月
22
日（
火
）

2

2

1

▼
実
施
期
間

１
月
か
ら
指
定

の
曜
日
20
回（
表
中
の
開
始
日

か
ら
20
回
）

▼
募
集
受
付

12
月
25
日（
金
）

〜（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
た
だ
し
、
受
付
開
始
日
の

８
時
30
分
に
定
員
を
こ
え
た
場

合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

▼
参
加
費

５
０
０
０
円（
幼

児
体
操
の
み
２
５
０
０
円
）

▼
定
員

30
名

▼
内
容

男
子
３
km
、

男

子
５
km
、
女
子
２
km
、
女
子

３
km
、

小
学
生
男
子
1.5
km

小
学
生
女
子
1.5
km

※
各
部
門
ご
と
記
録
上
位
者
に

は
表
彰
状（
小
学
生
に
は
記
念

品
）を
授
与
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
小
学
生（
高
学
年
）・

中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
の
男
女

▼
日
時

12
月
19
日（
土
）９
時

30
分
〜

▼
場
所

相
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（
４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
）

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込

当
日
受
付

6

5

4

3

2

1

市
民
体
育
館　

７
１
２
９

22

　
相
生
市
陸
上
競
技
長
距
離

記
録
会
以
外
の
申
込
は
、申

込
書
に
記
入
し
、参
加
費
を

添
え
て
締
切
ま
で
に
市
民
体

育
館
窓
口
へ

相
生
市
陸
上
競
技

長
距
離
記
録
会

第
３
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

新
春
あ
そ
ぼ
う
る
大
会

昨年の様子

死亡
氏　名 年齢 住　所月日

10/21 日名川
ひ な が わ

男
お

89 千尋町

10/24 矢野
や の

眞人
まこ と

63 那波西本町

10/29 川
かわ

末男
すえ お

87 千尋町

11/３ 内田
うち だ

祐碩
すけひろ

92 那波野１丁目

11/３ 小林
こばやし

ミクエ 91 旭５丁目

11/４ 齋藤
さいとう

光男
みつ お

79 若狭野町八洞

11/５ 森本
もりもと

末光
すえみつ

81 那波本町

11/７ 矢野
や の

一子
かず こ

97 那波西本町

11/７ 山本
やまもと

ちく子
こ

84 緑ヶ丘２丁目

11/８ 釜地
かま じ

孝藏
こうぞう

83 矢野町上土井

11/９ 橋
はし

秀文
ひでふみ

62 緑ヶ丘２丁目

11/10 山下
やました

明
あきら

83 旭４丁目

11/15 大住
おおすみ

定男
さだ お

75 那波野３丁目

11/18 射延
いの べ

チヱノ 94 若狭野町野々

11/18 久山
ひさやま

辰雄
たつ お

84 佐方３丁目

11/18 前田
まえ だ

よし 91 相生２丁目

11/22 大和
やま と

明年
あきとし

82 相生５丁目

お悔やみお悔やみお悔やみお悔やみお悔やみ ※敬称略

企画広報課　　　７１２４

・皆さんのまちづくりやふるさと相生を応援する想いをご寄附というか
　たちで受け付けしています。いただいた寄附金は相生の活性化のため
　に活用させていただきますのでご協力をよろしくお願いいたします。
・所得税等が課税されている方が、ふるさと応援寄附をすると、申告す
　ることにより、寄附金額から5000円を差し引いた額が、今お住まい地
　方公共団体の住民税額などから一定限度まで控除されます。寄附者が
　法人の場合、寄附金額が法人税額の算定上、全額損金に算入されます。

問 23

ふるさと応援寄附、受付中です！ふるさと応援寄附、受付中です！ふるさと応援寄附、受付中です！

教　室　名

健康体操

卓　　球
バレーボール

（あそぼうる含む）

バドミントン

幼児体操

曜日（開始日）

毎週
月・木
（1/7）

毎週
火・金
（1/8）

時　間

10時～
11時30分

15時～
16時30分

指導内容
ボール体操、ストレッチ
体操、あそぼうるなどを
中心にした体力づくり

初心者を中心とした
技術指導と体力づく
り

運動・遊びを通しての
動きづくりと体力づ
くり

対　象

一般女性

一般男女

幼稚園
年長児

のり

さき

たか



2009.12月 22

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
忘
年

会
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
お
正
月
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
食
べ
た
り
飲

ん
だ
り
す
る
量
は
確
実
に
増
え

ま
す
よ
ね
。
一
方
、
寒
く
て
外

出
は
減
り
、
室
内
で
も
暖
房
や

コ
タ
ツ
に
み
か
ん
で
体
を
動
か

す
機
会
は
減
る
ば
か
り
…
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
気
付
け
ば
、
ち
ゃ

っ
か
り「
冬
太
り
」と
い
う
パ
タ

ー
ン
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
次

の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト
で
ウ
エ

ス
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
！

冬
は
厚
着
に
な
る
た
め
、
体

型
も
ご
ま
か
せ
て
し
ま
い
ま

す
。
コ
ー
ト
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
の
前
を
閉
め
ず

に
羽
織
る
こ
と
で
、
上
手
に
体

型
を
隠
し
て
な
い
で
す
か
？
ま

た
、
室
内
で
は
常
に
ウ
エ
ス
ト

が
ゴ
ム
の
ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト

を
愛
用
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

時
々
は
ベ
ル
ト
を
締
め
た
り
、

ウ
エ
ス
ト
が
ゴ
ム
で
な
い
も
の

を
は
い
た
り
、
た
ま
に
は
コ
ー

ト
の
前
ボ
タ
ン
を
閉
め
て
み
る

な
ど
し
て
、「
サ
イ
ズ
超
え
」に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
体
重
計
に
毎
日
の
る
！

体
重
を
毎
日
量
る
だ
け
で

も
、食
べ
過
ぎ
の
防
止
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。体
重
計
の
数
値
に
一

喜
一
憂
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、少
し
食
べ
過
ぎ
て
体
重
が

増
え
て
い
れ
ば
、そ
の
後
３
日
間

く
ら
い
で
食
事
や
運
動
に
気
を

つ
け
て
調
整
し
て
い
く
よ
う
に

心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

イ
ベ
ン
ト
で
美
味
し
い
食
事

や
お
酒
は
楽
し
み
つ
つ
、「
太
ら

な
い
生
活
習
慣
」を
身
に
つ
け

て
冬
太
り
を
撃
退
し
ま
し
ょ

う
。お

子
さ
ん
の
成
長
や
発
達
、

育
児
に
つ
い
て
の
不
安
や
疑
問

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ど
ん

な
些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。
抱
え
込
ま
ず
に
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。
担
当
ス
タ
ッ
フ

が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

12
月
25
日（
金
）13
時

〜
14
時
受
付（
要
予
約
）

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
２
階

▼
内
容

育
児
相
談
、
栄
養
相

談
、
身
体
計
測
、
発
達
相
談
、

運
動
相
談

▼
担
当

保
健
師
、栄
養
士
、カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、理
学
療
法
士

難
病
特
定
疾
患
の
医
療
費
助

成
の
対
象
と
な
る
疾
患
が
新
た

に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
た
に
追
加
さ
れ
た
疾
患

１
間
脳
下
垂
体
機
能
障
害

Ⅰ
Ｐ
Ｒ
Ｌ
分
泌
異
常
症

Ⅱ
ゴ
ナ
ド
ト
ロ
ピ
ン
分
泌
異
常
症

Ⅲ
Ａ
Ｄ
Ｈ
分
泌
異
常
症

Ⅳ
下
垂
体
性
Ｔ
Ｓ
Ｈ
分
泌
異
常
症

Ⅴ
ク
ッ
シ
ン
グ
病

Ⅵ
先
端
巨
大
症

Ⅶ
下
垂
体
機
能
低
下
症

２
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
症（
ホ
モ
接
合
体
）

３
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

４
球
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

５
慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経
炎

６
肥
大
型
心
筋
症

７
拘
束
型
心
筋
症

８
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病

９
リ
ン
パ
脈
管
筋
腫
症（
Ｌ
Ａ
Ｍ
）

10
重
症
多
形
滲
出
性
紅
斑（
急
性
期
）

11
黄
色
靱
帯
骨
化
症

※
医
療
費
助
成
の
対
象
と
認
め

ら
れ
る
に
は
、
対
象
疾
患
と
診

断
さ
れ
た
う
え
で
、
国
が
定
め

る
認
定
基
準
を
満
た
す
程
度
の

症
状
及
び
所
見
が
必
要
で
す
。

▼
申
請

こ
れ
ら
の
11
疾
患
に

限
り
、平
成
22
年
１
月
４
日（
月
）

ま
で
に
申
請
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、医
療
費
助
成
の
有
効
期
間
を

最
大
で
平
成
21
年
10
月
１
日
ま

で
遡
り
ま
す
。た
だ
し
、認
定
基
準

を
満
た
す
こ
と
と
な
っ
た
日
が
平

成
21
年
10
月
１
日
以
降
の
場
合

は
認
定
基
準
を
満
た
す
こ
と
と
な

っ
た
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

▼
提
出
物

申
請
書
、臨
床
調

査
個
人
票
、所
得
税
に
関
す
る
証

明
書
類
、世
帯
全
員
の
住
民
票
な

ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

広
告

★有料広告募集中！申し込みは企画広報課広報係へ（ 7123）23

脱
メ
タ
ボ
★

脱
メ
タ
ボ
★

シリーズシリーズ

こんにちは！
　　山下保健師です
こんにちは！
　　山下保健師です

す
く
す
く
相
談

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

に
お
け
る
対
象
疾
患
の
追

加
に
つ
い
て

赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所

２
９
３
８

43

問
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1 2 月 1 5 日
～

１ 月 1 4 日
いき
　いき

▲

▲
▲

▲
▲
▲
▲

▲
▲

ダーダー
12/15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1/1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

火

水

木

金 

土

日

月

火

水

木

金 

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

　　司法書士による法律相談る法律相談1313：：0000～1616：：0000

教育相談13：00～17：00

３歳児健康診査13：00～14：00受付

飼えない猫引取8：30～9：30

　　エイズ・肝炎相談13：20～14：40

行政相談15：30～17：00

　　若者の心と体の相談13：30～15：30

知的障害者相談9：30～13：30

教育相談13：00～17：00

   

　　弁護士によるふれあい相談9：00～12：00   

社会保険労務士による労働相談13：30～16：00

教育相談13：00～17：00

農業委員会16：30～

   

教育相談13：00～17：00

　　すくすく相談13：00～14：00受付

　　こころのケア相談13：00～14：00

教育相談13：00～17：00

　　エイズ・肝炎相談13：20～14：40

　　若者の心と体の相談13：30～15：30

教育相談13：00～17：00

　　栄養相談9：30～11：30

　　あいおいっ子悩み相談13：00～17：00

　　事業者向け金融相談13：00～16：00

精神障害者相談13：30～15：30

　　弁護士によるふれあい相談9：00～12：00

身体障害者相談10：00～12：00

   

農地相談13:30～15:30

教育相談13：00～17：00

   

教育相談13：00～17：00

市

赤

赤

赤

赤

赤

赤

商

商

少

少

少

少

少

少

少

少

少

福

福

福

福

福

福

福

保

市

休日診療当番医

（注）午前9時から午後５時までで急病患者に限ります。（在宅当番医制）

中林内科医院
内藤医院
谷垣医院
尾崎内科クリニック
相生市民病院
瞳クリニック
平田クリニック
はぎの内科クリニック
栗尾整形外科

　　5003
　　0672
　　5080
　　7070
　　7126
　　7837
　　8650
　　3333
　　6666

23

22

22

23

22

24

23

24

22

12月20日（日）
23日（水）
27日（日）
31日（木）

１月１日（金）
２日（土）
３日（日）
10日（日）
11日（月）

休日・夜間の水道当番（緊急時のみ）

12月15～20日

21～31日

１月１～10日

11～14日

業者名
三業㈱

浜田工業㈱

㈲小林水道工業所
テラモトコンストラクション㈱

夜間
5129

　 0791
2820
0223
2442

昼間
　5129

5250

0041
0066

22

22

23

22

72
22

22

24

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

保

会

　　…要予約。「くらしの相談電話帳」へ
　…市役所　　…総合福祉会館　　…保健センター
　…市民会館　　…少年育成センター　　
　…商工会議所　　…赤穂健康福祉事務所

くらしの相談電話帳
　　　弁護士によるふれあい相談：社会福祉協議会(　　2666)
　教育相談：あいおいっ子悩み相談：少年育成センター(　　5070)
　知的障害者相談・身体障害者相談・精神障害者相談：
　社会福祉課(　　7167)
　行政相談・人権相談：総務課(　　7126)　
　農地相談：農業委員会(　　7133・　　7140)
　社会保険労務士による労働相談：産業振興課(　　7133)
　金融(事業資金)、社会保険・国民年金、労働問題・
　就業規則、法律、各相談：商工会議所(　　1234)
　エイズ・肝炎、栄養、心のケア、若者の心と体の相談、
　各相談：赤穂健康福祉事務所(　　2938)
　生活習慣病健康診査：保健センター(　　7168)

市

赤商
少

福 保

会

予約

23

23

22

23

23 23

23

22

43

22

徴収対策室（　　7152）
種　　別

固定資産税（３期）
国民健康保険税（６期）
後期高齢者医療保険料（６期）
介護保険料（５期）

納　　期

12月25日（金）

問

☆市税などの納付は便利な口座振替で！

◆納期のお知らせ

2009.12月23

広
告



取材ノート

最近めっきり冷え込みが厳しくなり、駅前を歩く人の足取りも寒さのせいか早く
なっているような気がします。そんな中、11月20日からふるさと応援寄附事業で
駅前ライトアップ事業が始まりました（表紙写真）。
優しい灯りが、毎日勉強や仕事で遅くなり疲れた心を温かく迎えてくれます。立
ち止まる人の姿もちらほら見え、表紙の撮影に行った時には記念撮影をする親子連
れの姿も。思わずパチリ！
広報紙が届くころには、低木のライトがモミジをイメージした赤や黄色のカラー
から雪の結晶をイメージしたカラーに変わります。それも楽しみですね。時間は毎
日17時半から１時まで、１月31日まで点灯しています。
優しい灯りが、心に癒しを提供してくれます。駅前をお通りの際にはぜひご覧く
ださい。

242009.12月

あいおい
えんじぇるず
あいおい
えんじぇるず

・

ぼ
く
の
夢

し
の
夢

わ
た

ぼ
く
の
夢
・

　  

わ
た
し
の
夢

双葉小学校　６年

高嶋　舞さん
たかしま まい

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
街
の
電

気
屋
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。
父

は
電
気
通
信
の
会
社
を
経
営
し
て

い
て
、
洗
濯
機
や
せ
ん
風
機
を
修

理
し
た
り
、
屋
根
に
登
っ
て
テ
レ

ビ
の
ア
ン
テ
ナ
な
ど
を
取
り
付
け

た
り
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
修
理
を
頼
ま
れ
る
と
、
急
い
で

か
け
つ
け
、
一
度
見
る
と
悪
い
と

こ
ろ
を
す
ぐ
に
見
つ
け
手
際
よ
く

修
理
し
ま
す
。
重
い
物
を
持
つ
と

腰
が
痛
く
な
る
そ
う
で
す
が
、
お

客
さ
ん
に「
直
っ
て
よ
か
っ
た
。

あ
り
が
と
う
。」と
言
わ
れ
る
と
痛

さ
も
吹
っ
飛
ぶ
そ
う
で
す
。

　
私
は
人
に
感
謝
さ
れ
る
仕
事

を
し
て
い
る
父
を
尊
敬
し
て
い
ま

す
。
私
は
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

勉
強
し
て
、
い
ろ
ん
な
物
が
直
せ

た
り
作
っ
た
り
で
き
る
よ
う
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
大

人
に
な
っ
て
父
と
一
緒
に
仕
事
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夢
は
街
の
電
気
屋
さ
ん

2009

12
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入江さん（汐見台）
「いつまでも元気で姉妹仲良く育ってね 」

桝田
ますだ

さん（那波野１）
「泣き虫だけど、
やさしい子になってね！」

澄田さん（大石町）
「元気！元気！」

中谷さん（向陽台）
「すくすく育ってね」

池渕
いけぶち

さん（佐方２）
「元気に大きく育ってね！」 富田さん（緑ヶ丘１）

「いつも元気いっぱい！」

めめめめいいいいちちちちゃゃゃゃんんんん３３３３歳歳歳歳９９９９かかかか月月月月
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３３３３歳歳歳歳
11110000かかかか

月月月月
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相 生 市 の 人 口
平成21年10月末現在
世帯数　13,250
人　口　32,141
男　　15,498
女　　16,643

出生　16 転入　93
死亡　33 転出　90
前月より－14人

携帯電話用

ホームページ

QRコード

●広報あいおいは再生紙を使用
しています。


